
(57)【要約】

【課題】本発明の溶接トランスは、インバータの高速化

により起きる巻線の温度上昇を防止し、溶接機内部のト

ランス配置の自由化により構造設計を容易にしつつ、ト

ランスの小型化を行うことを目的とする。

【解決手段】本発明の溶接トランスは、１次巻線１と２

次巻線２それぞれに流れる電流を同じ電流密度にしたと

き、必要な巻線断面積が小さい側にリッツ線を用い、必

要な巻線断面積が大きい側に銅板を用い、絶縁材料を介

して前記銅板とリッツ線を互いにサンドイッチ状に配置

した構成としている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
１ 次 巻 線 及 び ２ 次 巻 線 を 有 し 、 前 記 １ 次 巻 線 と ２ 次 巻 線 そ れ ぞ れ に 流 れ る 電 流 を 同 じ 電 流
密 度 に し た と き 、 必 要 な 巻 線 断 面 積 が 小 さ い 側 に リ ッ ツ 線 を 用 い 、 必 要 な 巻 線 断 面 積 が 大
き い 側 に 銅 板 を 用 い 、 絶 縁 材 料 を 介 し て 前 記 銅 板 と リ ッ ツ 線 を 互 い に サ ン ド イ ッ チ 状 に 配
置 し た 溶 接 ト ラ ン ス 。
【 請 求 項 ２ 】
数 カ 所 の 切 り 込 み と 折 り 目 を 入 れ た 絶 縁 シ ー ト を 折 り 曲 げ て 銅 板 の 周 囲 を 覆 っ た 請 求 項 1
記 載 の 溶 接 ト ラ ン ス 。
【 請 求 項 ３ 】
銅 板 の 周 囲 に 絶 縁 コ ー テ ィ ン グ を 施 し た 請 求 項 1記 載 の 溶 接 ト ラ ン ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 溶 接 ト ラ ン ス に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 溶 接 ト ラ ン ス は 、 イ ン バ ー タ 等 を 用 い て 周 波 数 を 上 げ た 場 合 、 巻 線 表 面 の み に 電 流
が 集 中 す る 「 表 皮 効 果 」 が 起 き て 巻 線 の 温 度 上 昇 が 大 き く な る の を 防 ぐ た め 、 １ 次 巻 線 や
２ 次 巻 線 に 銅 板 を 使 用 し て 溶 接 ト ラ ン ス を 構 成 し て い た 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 1参 照 ）
ま た は 銅 板 の か わ り に 素 線 が 一 本 一 本 絶 縁 さ れ た 電 線 を 撚 っ た リ ッ ツ 線 を 使 用 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 1】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ２ ３ ３ ２ ０ 号 公 報 （ 段 落 番 号 ０ ０ ０ ８ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 こ の よ う な 従 来 の 溶 接 ト ラ ン ス で は 、 溶 接 ト ラ ン ス か ら イ ン バ ー タ 等 の 半 導 体 素
子 の 距 離 が 長 い 構 造 を 持 っ た 溶 接 機 で は 、 １ 次 巻 線 ま た は ２ 次 巻 線 の 両 方 ま た は ど ち ら か
に 、 表 皮 効 果 に 強 い リ ッ ツ 線 や 極 薄 の 銅 箔 を 中 継 巻 線 と し て 使 用 し て 溶 接 ト ラ ン ス か ら 半
導 体 素 子 ま で の 電 気 接 続 を 行 う 必 要 が 有 り 、 そ の た め 、 巻 線 の 中 継 部 が 増 え る た め 、 接 触
不 良 等 の 増 加 に よ る 品 質 面 の 問 題 が あ り 、 ま た 、 中 継 部 品 の 増 加 で コ ス ト や 製 造 工 数 の ア
ッ プ と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
一 方 、 巻 線 に リ ッ ツ 線 を 使 用 す る と 、 上 記 課 題 は 解 決 で き る も の の 、 大 電 流 が 必 要 な 溶 接
機 で は 巻 線 断 面 積 を 上 げ る た め に リ ッ ツ 線 の 素 線 本 数 を 増 す 必 要 が 有 り 、 溶 接 ト ラ ン ス 内
部 の 占 積 率 が 低 下 し て 不 要 な 空 間 が 増 え て 結 果 的 に は 溶 接 ト ラ ン ス の 小 型 化 が 難 し く な り
、 イ ン バ ー タ 高 速 化 に よ る 溶 接 ト ラ ン ス 小 型 化 の メ リ ッ ト が 無 く な る と い う 課 題 が 有 っ た
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る も の で 、 小 型 化 が 可 能 な 溶 接 ト ラ ン ス を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 溶 接 ト ラ ン ス は 、 １ 次 巻 線 及 び ２ 次 巻 線 を 有 し 、 １
次 巻 線 と ２ 次 巻 線 そ れ ぞ れ に 流 れ る 電 流 を 同 じ 電 流 密 度 に し た と き 、 必 要 な 巻 線 断 面 積 が
小 さ い 側 に リ ッ ツ 線 を 用 い 、 必 要 な 巻 線 断 面 積 が 大 き い 側 に 銅 板 を 用 い 、 絶 縁 材 料 を 介 し
て 前 記 銅 板 と リ ッ ツ 線 を 互 い に サ ン ド イ ッ チ 状 に 配 置 し た 構 成 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ し て 、 こ の 構 成 に よ り 必 要 な 巻 線 断 面 積 の 小 さ い 側 に リ ッ ツ 線 を 用 い る の で 溶 接 ト ラ ン
ス か ら 例 え ば イ ン バ ー タ 等 の 機 器 と の 接 続 が 容 易 に 行 え 、 さ ら に 、 必 要 な 巻 線 断 面 積 の 大
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き な 側 に 銅 板 を 用 い る の で リ ッ ツ 線 の み を 用 い た 場 合 に 比 べ て 溶 接 ト ラ ン ス 内 部 の 占 積 率
を 上 げ る こ と が で き 、 イ ン バ ー タ 等 を 用 い た 溶 接 ト ラ ン ス の 巻 線 温 度 上 昇 を 防 止 し 、 溶 接
機 内 部 の 溶 接 ト ラ ン ス 配 置 の 自 由 化 に よ り 構 造 設 計 を 容 易 に し つ つ 、 小 型 化 が 可 能 な 溶 接
ト ラ ン ス を 提 供 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 実 施 の 形 態 ）
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 溶 接 ト ラ ン ス の 概 観 を 示 す 図 で 、 １ は １ 次 巻 線 、 ２
は ２ 次 巻 線 、 ３ は Ｅ 型 コ ア で あ る 。 こ の 溶 接 ト ラ ン ス は １ 次 側 に イ ン バ ー タ を 接 続 す る も
の で １ 次 巻 線 １ と ２ 次 巻 線 ２ そ れ ぞ れ に 流 れ る 電 流 を 同 じ 電 流 密 度 に し た と き 、 必 要 な 巻
線 断 面 積 が 小 さ い 側 に リ ッ ツ 線 を 用 い 、 必 要 な 巻 線 断 面 積 が 大 き い 側 に 銅 板 を 用 い １ 次 巻
線 １ を リ ッ ツ 線 、 ２ 次 巻 線 ２ を 銅 板 に し て い る 。 そ し て 、 １ 次 巻 線 １ を ４ タ ー ン 、 ２ 次 巻
線 ２ を １ タ ー ン と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 リ ッ ツ 線 の 一 本 一 本 の 素 線 表 面 は 絶 縁 材 料 に よ り コ ー テ ィ ン グ さ れ 電 気 的 に 絶 縁 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 溶 接 ト ラ ン ス の 製 造 方 法 を 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま ず 、 Ｅ 型 コ ア ３ を 置 き 、 Ｅ 型 コ ア 中 心 部 の 内 側 脚 周 囲 に 絶 縁 シ ー ト ４ を 配 置 す る （ ａ ）
。
【 ０ ０ １ ４ 】
次 に Ｅ 型 コ ア ３ の 外 側 脚 周 囲 に 絶 縁 シ ー ト ５ を 配 置 す る （ ｂ ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
次 に 絶 縁 シ ー ト ６ を 前 記 絶 縁 シ ー ト ５ の 上 に 配 置 す る （ ｃ ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 、 リ ッ ツ 線 か ら な る １ 次 巻 線 １ を ４ 本 平 行 に し て Ｅ 型 コ ア ３ の 中 心 部 の 内 側 脚 周 囲 に
巻 き （ ｄ ） 、 前 記 絶 縁 シ ー ト ６ を １ 次 巻 線 １ の 上 に 曲 げ て 包 み 込 む （ ｅ ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 絶 縁 シ ー ト ７ を 前 記 絶 縁 シ ー ト ６ の 上 に 配 置 す る （ ｆ ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 絶 縁 シ ー ト ７ は １ 次 巻 線 １ か ら ２ 次 巻 線 ２ 間 の 絶 縁 強 化 用 ま た は 空 間 調 整 用 と い っ た
役 割 を 持 つ 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 絶 縁 シ ー ト ８ で 包 み 込 ん だ ２ 次 巻 線 ２ を 前 記 絶 縁 シ ー ト ７ の 上 に 、 ２ 枚 対 称 形 に 配 置
す る （ ｇ ） （ ｈ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 前 記 絶 縁 シ ー ト ８ の 上 に 前 記 絶 縁 シ ー ト ７ を 配 置 す る （ ｉ ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 先 ほ ど 平 行 に 巻 い た １ 次 巻 線 １ の 続 き を 再 度 絶 縁 シ ー ト ６ の 上 で Ｅ 型 コ ア 中 心 部 の 内
側 脚 周 囲 に 巻 く （ ｊ ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 を 繰 り 返 し て １ 次 巻 線 ・ ２ 次 巻 線 を ４ 層 で 構 成 し 、 最 後 に 絶 縁 シ ー ト ５ で 巻 線 を 包 み
込 み 、 巻 線 を 施 し た Ｅ 型 コ ア ３ へ も う 一 つ の Ｅ 型 コ ア ３ を 被 せ れ ば 、 溶 接 ト ラ ン ス が 完 成
す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 Ｅ 型 コ ア ３ は 、 図 ３ に 示 す よ う な Ｅ 型 の 磁 性 体 か ら な る コ ア ３ ａ を 用 い る も の で 、 こ
の コ ア ３ ａ を 横 方 向 に 複 数 個 接 合 し て Ｅ 型 コ ア ３ を 形 成 し 、 こ の Ｅ 型 コ ア ３ と 同 形 状 の も
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う 一 つ の Ｅ 型 コ ア ３ を そ れ ぞ れ 突 き 合 わ せ る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 記 ２ 次 巻 線 ２ と 絶 縁 シ ー ト ８ と の 関 係 を 図 ４ で 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
絶 縁 シ ー ト ８ は 図 ４ に 示 す よ う に １ 枚 の 絶 縁 紙 に 数 カ 所 の 切 り 込 み を 入 れ て 形 成 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の 絶 縁 シ ー ト ８ に ２ 次 巻 線 ２ を 置 く （ ａ ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 絶 縁 シ ー ト ８ の 一 方 の 片 側 ８ ａ を ２ 次 巻 線 ２ の 一 方 の 片 側 を 包 む よ う に 折 り 、 更 に 片
側 ８ ａ に 設 け た 切 り 込 み 部 分 か ら 折 込 部 分 ８ ｂ を ２ 次 巻 線 ２ の 片 側 を 包 む よ う に 巻 き 込 む
。 こ の と き 、 折 込 部 分 ８ ｃ を 片 側 ８ ａ の 下 に 潜 り こ ま せ る と と も に 、 巻 き 込 ま な い 側 の ２
次 巻 線 ２ の 端 部 の 下 に 片 側 ８ ａ を 潜 り 込 ま せ る （ ｂ ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 絶 縁 シ ー ト ８ の 他 方 の 片 側 ８ ｆ を ２ 次 巻 線 ２ の 他 方 の 片 側 を 包 む よ う に 折 り 、 更 に 片
側 ８ ｂ に 設 け た 切 り 込 み 部 分 か ら 折 込 部 分 ８ ｇ を ２ 次 巻 線 ２ の 片 側 を 包 む よ う に 巻 き 込 む
。 こ の と き 、 折 込 部 分 ８ ｄ を 片 側 ８ ｂ の 下 に 潜 り こ ま せ る （ ｃ ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
そ し て 、 折 り 曲 げ 部 ８ ｈ を 折 っ て ２ 次 巻 線 ２ の 周 囲 を 包 み 込 む よ う に す る （ ｄ ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の た め 、 完 全 に ２ 次 巻 線 ２ の 銅 板 の 表 面 を 覆 う こ と が で き る た め 、 簡 単 な 作 業 で ２ 次 巻
線 ２ の 表 面 に 電 気 絶 縁 を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 絶 縁 シ ー ト ８ の か わ り に 銅 板 の 周 囲 に 電 気 絶 縁 性 の あ る コ ー テ ィ ン グ を 施 す こ と で
製 造 を 容 易 に 行 う こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 の 溶 接 ト ラ ン ス は 、 イ ン バ ー タ の 高 速 化 に よ り 起
き る 巻 線 の 温 度 上 昇 を 防 止 し 、 溶 接 機 内 部 の ト ラ ン ス 配 置 の 自 由 化 に よ り 構 造 設 計 を 容 易
に し つ つ 、 ト ラ ン ス の 小 型 化 に も つ な が る と い っ た 効 果 を 有 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 溶 接 ト ラ ン ス の 外 観 を 示 す 図
（ ａ ） 平 面 図
（ ｂ ） 側 面 図
（ ｃ ） １ 次 巻 線 側 の 側 面 図
（ ｄ ） ２ 次 巻 線 側 の 側 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 溶 接 ト ラ ン ス の 組 み 立 て 工 程 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 溶 接 ト ラ ン ス に お け る Ｅ 型 コ ア を 示 す 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 溶 接 ト ラ ン ス の ２ 次 巻 線 へ の 絶 縁 シ ー ト の 取 り 付 け
工 程 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 １ 次 巻 線
２ 　 ２ 次 巻 線
３ 　 Ｅ 型 コ ア
４ ～ ８ 　 絶 縁 シ ー ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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